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保冷具を用いた農薬散布用マスクの体温調節反応への影響
○林　千穂＊　　　　 登倉尋賓＊＊
(＊長野県短大、＊＊奈良女子大)

《目的》今まで著者らは、暑熱環境下の農薬散布 作業用マスクの改善について研究を行

っている。昨年 の本大会( 第52 回) では、冷水を吸水させた素材を用いた冷却付きマスク
による実験を行い、このマスクによる生理的負担の軽減の効果を発表した。本研 究では、

さらにフィールドでの適用を目的として、保冷具を接 着させ たマスクを試作し実験を行っ
た。

《方法》被験者は健康な女子学生6 名。実験は気温28 °C、相対湿度60 ％の人工気候 室

で、保冷具なしのマスク(3M.  8812) を装着した場合( Ａ) と保冷具ありのマスクを着用し
た場合( Ｂ) について行った。保冷具は、｢冷えピタ(ﾗｲｵﾝ ｋｋ)｣ を用いた。両者に共通

の衣服として、防除衣上下( ｺﾞｱﾃｯｸｽ 製) とその下に、半袖丸首シャツ[綿]｡００％)および
半ズボン下(綿100 ％)を着用した。また足 部には運動靴を着用した。実験は衣服を着衣

し、椅座安静後、いずれかのマスクを着用し、15 分間の自転車エルゴメーターによる運動
(50%    V02m,x   )を行った後、5分間の安静をはさみ、これを3回繰り返した。測定項目は直

腸温、鼓膜温、心拍数、発汗量、皮 膚温、衣服内温湿度(胸、マスク)および着用感( 温冷
感･快適感) の主観 申告である。

《結果》直腸温は、Ｂ の方が Ａ より有意に上昇が抑制され、有意差が認められた。また、
胸における衣服内温度も、Ｂ の方が Ａ より上昇 が抑制され、有意差が認められた。しか

し、その他の測定値には Ａ 、Ｂ 間に顕著な差が見られなかったことから、今後、さらに冷

却効果 が大きく、フィールドでの適用が可能な防護用マスクの改善を図りたい。

lLa-10 高温多湿環境が睡眠および体温に及ぼす影響
Ｏ水野一枝’ヽ **、都築和代̈ 、水野康…

(’獅協医大、¨産業技術総合研、…宇宙開発事業団)

【目的】高温多湿環境は覚醒を増加させ、レム睡眠、徐波睡眠を減少させることが知ら

れているが、同環境下で寝具を用いた報告例は少ない。そこで、本研究ではより日常生

活に近い、高温多湿環境で寝具を用いた条件が睡眠および体温に及ぼす影響について検

討することを目的とした。

【方法】 被験者は、健康な若年男性７名（25 ±3.77 歳）とした。実験は、2 室の人工

気候室を用い、就寝前に26 ℃50 ％RH に設定された１室で安静を保った後、26 ℃50 ％

RH  （26/50 ）又は32 ℃80 ％RH     （32/80 ）に設定した２室で23 : 00 ～7  :00 まで就

寝してもらった。寝具はベッドを用い、敷き用として布団とシーツ、掛け用としてタオ

ルケット一枚を用い、半袖半ズボンのパジャマを着用してもらった。睡眠脳波記録、心

拍数、皮膚温、直腸温、体動、衣服内気候は連続測定し、体重減少量は就寝前、起床時

に測定を行った。

【結巣】32/80 で26/50 より有意に覚醒が増加し、レム睡眠、徐波睡眠は減少した。

直腸温、平均皮膚温は32/80 で26/50 よりも有意に高く保たれた。胸部の衣服内気候

は、温度、湿度ともには32/80 で26/50 よりも有意に高く、特に32/80 では湿度が

外気湿度よりも高いレベルで推移した。体重減少量も32/80 で26/50 よりも有意に多

く、32/80 では26/50 に比べ倍近い値を示した。
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